女王の椅子二部本編

　　　　　　　　　　　　　５

　前日の豪雨で倒木が過ぎ去った昔のように、鴨川を勢いよく流れて行く。その濁流も夕方には、元の静かな流れに戻っていた。ビルの地下にあるジャズ喫茶には、誰も居なかった。音楽もなくマスターも留守だった。一番奥にあるソファーで倉持が、新聞を読んでいた。

「おう、来たか。これや」

　倉持から渡された資料は、バイオンからアビドに出荷された薬品名が並んでいた。

「さっぱり、わからんな」

　則之は、資料を閉じた。倉持は、勝手にカウンターからアイスコーヒーを持ち出して則之に渡して言った。

「それなあ、美鶴さんが科捜研に行って調べてくれた」

「こんなもの、どこで手に入れた」

「ああ、萌の部屋にあったワープロのシステムファイル。あれな、ラベルと中身が変っていた。萌が、たぶん入れ替えたのやろう」

「ああなることを予測していたのか」

「もしくは、保険か。彼女、死にかけたのに愛人の野田をどうして呼ばなかった」

　倉持は、そう言うと資料を開いた。

「この出荷された薬品、ありふれた殺虫剤らしいが、不思議なことに殺虫剤の解毒剤が多いのや」

「ようわからんな」

「ここにカルバメートとある。これが殺虫剤や。ところがこれの千倍の解毒剤が、アビドに納品されている。何か大規模の事故があったか、災害で農薬が大量に市街地に流出したか」

「そうか、で、それがどうしたんや」

「そんな大きい事故なら、ニュースや新聞に載る。それから、これは船で輸送されている」

　倉持は、別の資料を取り出した。

「これ、見てみい。荷物の行き先は、舞鶴港になっている。バイオンから直接船に輸送された。それから、これは一回だけではない」

「解毒剤がそんなに必要な事態とは、どういう場合やろうなあ」

則之が考え込みならがら天井を見たとき、ドアが開いた。美鶴が息を切らして、店に飛び込んで来た。則之の隣に座った彼女は、アイスコーヒーを一気に飲み干して言った。

「わかったわ、その殺虫剤、カルバメート。サリンの解毒剤として効力があるかもしれないって。その解毒剤をさらに無力にする薬品を大量にアビドが輸出したのよ」

　倉持は、新聞紙を丸めて言った。

「アビド商事が、バイオンと取引を始めた頃から今日までの新聞を調べてみたけど、殺虫剤が巻き起こした事故なんか何処にもない」

　則之は、額に手を当てて言った。

「災害的規模の事故、事件、となると戦争か。サリンと言えば、毒ガス兵器として使用されたことがあったな。その毒ガスに対する解毒剤、その効力を無効にする。アビド、いやバイオンは兵器を製造し売ったことになる」

　丸めた新聞でテーブルを叩きながら、倉持が言った。

「アビドに売った値段が、通常の十倍になっている。これは、儲かるわな。仕入れが減って、売値が上がったのや」

「しかし、これがバレたらエライことになるな」

「バイオンは、どうということにならんな。農薬とその解毒剤を売っただけや。もし、面倒なことになってもアビド商事が責めを負う。それとも、死人にくちなし、女王のお父さんになすりつけるか」

　則之は、ゆっくり立ち上がった。

「俺、明日の準備があるから帰るな」

「おう、山に行くのやったな。女王に・・・」

「なんや」

「槍、あれ杖になるで持って行ったらどうや」

「そうか、そうする。ほな、美鶴さんゆっくりしていき、倉持のボトルあるしな」

「はあい、それじゃまた。」

　則之が出て行くとすぐ、美鶴はカウンターから倉持と書いてあるバーボンのボトルを持ち出した。

「めざといな、もう見つけたんか」

　美鶴は、グラスに氷を入れてバーボンを注いだ。そして、冷蔵庫からバドワイザーを二本出して言った。

「チェイサーは、これで良いよね」

　美鶴と倉持は、萌について話し合った。萌の行動は、まったく理解できないことだった。萌が服用していた薬は、日常の生活が錯乱するほどの薬物ではない。美鶴は、萌の育ての親に会ったのだが、何も知らないようだった。

「赤ちゃん、順調に成長しているってお医者さんが言っていました」

「そうか、それは良かった・・のかな。けっこう、大きな問題やな」

　二人とも自分の無力さに溜め息をついた。バーボンのグラスを持ったまま動かない倉持に美鶴が言った。

「あの」

「なんや」

　美鶴は、倉持を見つめて、

「アホ」

「なんや、きゅうに。アホ、ってな。アホ言うもんがアホや」

　倉持は、そう言って美鶴の頭を軽く叩いた。

「痛い。ちょっと言ってみただけです」

　グラスを置いて倉持は、立ち上がった。

「あっ、倉持さん怒ったの」

「ちゃう、小用」

　美鶴は、席を離れた倉持が残した新聞を手に取った。それは、三日前の新聞だった。真中あたりのページに赤エンピツで囲んだ記事があった。倉持が印しを付けたのだろうか。滋賀県堅田、ビルの土台掘削現場。一万年以上前の地層から金属の破片。現場の工作機械が停止。

「それなあ、たぶん建築材料が混じったと思うな」

「おかえり。なんだそうなの。でも、どうして印し付けたの」

「うん、子供頃からそういう記事集めているのや。異星人が遠い昔に来ていたとか、エスパーが機械を止めたとか想像すると面白い」

「へえ、信じているの」

「そっ、本気でサイキックを信じていた。今は、信じるより疑うほうが面白いけど。超能力を信じているやつを論破するのは楽しい」

　倉持は、照れくさそうに頭を掻いた。

「さあ、帰ろうか」

「はい」

　店を出た美鶴は、階段を上がったところで、

「この店、ジャズ喫茶なのにジャズが流れてなかったわ。どうして」

「ああ、最近は流行らんのやろう。時の流れ、時代の隆盛には逆らえない」

　美鶴は、腕時計を見ながら言った。

「時間旅行が出来るなら、いつの時代に行きたい」

「ほう、そういう話好きか。うん、そうやなあ。一万年前と百年先を見てみたい」

　美鶴は、腕を倉持に差し出して言った。

「この時計、針を回すと時を越えるのよ。なんてね。子供頃、よく留守番をやらされて、それで柱時計の針を動かしてみたことがあったわ」

　倉持は、その腕時計に向かって言った。

「時間よ止まれ」

　美鶴は、ふっと笑った。

「そう、そんなに私と居たいの」

「どアホ、そういう漫画が昔あったんや」

「なにも、どアホって言わなくても良いでしょ」

　膨らんだ美鶴の頬を倉持は指で突いた。

「さっきのお返しや。さて、行こっと。ほな、さいなら」

　倉持は、美鶴を置いて歩きだした。

「行こうって、何処に。帰るんじゃないの」

　追いかけてきた美鶴に倉持が言った。

「ちょっと用がある」

「ははあん、女のところだ」

「そうや」

　倉持は、ぷいと横を向いて歩きだした。美鶴は、少し遅れながら後を追った。四条東洞院を上がったところに小さな格子戸の店があった。倉持は、戸に手をかけた。

「尾行のつもりか」

　そう言って美鶴を見た。

「いいえ、そういうつもりじゃ・・・」

　戸を少し開けた倉持は、美鶴に手招きをした。入り口には、ヒノキだろうか木製の表札があった。「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ちゅう),酎)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(らく),楽)」狭い間口から奥に入った倉持は、座敷に上がった。

「あら、お連れさん、いはったんや」

　振り向いた美鶴の目の前には、三十前後の和服姿が良く似合う女性が居た。酎楽の女将だった。倉持は、ネクタイを緩めて女将に言った。

「こちら美鶴さん」

　美鶴が頭をコクリと下げた。女将は、倉持の靴を揃えながら言った。

「はあ、はあ、噂の美人刑事さんやね」

「まあ、美人だなんて」

　赤くなった美鶴に女将が、

「ゆっくりしておくれやす」

　冷たい麦茶とおしぼりを置いた女将は、注文を何も聞かずに座敷を離れて行った。

「酒も肴も任せてある」

「私、お邪魔でしたか」

　倉持は、麦茶を一気に飲んだ。

「ふう、うまい」

「あのう」

　倉持は、大きく伸びをした。

「ここで、遠慮はいらん。女将とは、永い付き合いや」

　そう言って、倉持は障子で閉じられていた窓を開けた。

「来てみ」

　窓から向かいのマンションが見える。

「ここなあ、アビドの専務が時々来るんや」

　玄関から男が出てきた。

「野田や。三階見てみ」

　三階にある一室の窓が暗くなった。しばらくして、玄関から男と女が腕を組みながら出てきた。

「あれがアビドの専務、女は、まあどうでもええ」

「なんか嫌ね。こんなの」

「ここの女将の話では、時々変な格好の若い者が来るらしい」

「薬、バイオン製薬が」

「さあな、バイオンは直接関係ないやろう。野田とアビドの専務、二人が独断でやっていると思うな」

「密輸ってこと」

「ところが、そうやない。どこかで、作っているらしい」

「それに萌が絡んでいるのね。昼は、銀行員で夜になる売春婦、おまけにヤバイ薬に、魔性の女ね」

「魔性の女なあ。ちょっと違うような気がするな」

「じゃ、どんなのが魔性なの」

　女将がそっと座敷に上がった。その音に気が付いた二人は、窓を閉めて席に座った。女将は、二人に酒を注いで言った。

「女王は、どうしてるの」

「うん、元気やで明日藤原と山登りや」

「山登り、ほんまに元気なんやね。また、みんなでおいで。ほな、ごゆっくり」

　女将は、そう言って座敷から出て行った。美鶴は、座敷から身を乗り出して女将の後ろ姿を見た。

「ねえ、ずいぶん親しいのね。どういう関係」

「学生時代、彼女をナンパしたらここに引きずり込まれた。その頃は、彼女のお母さんが女将さんやったけどな」

「そう、まあどうでもいいけど」

「どうでもええのなら、聞くなよ」

　則之は、湯船の中で未だ消えない足の傷を眺めていた。これが無ければ、モントリオールに間に合ったかもしれない。ふと、そう思うことが何度もあった。モスクワ五輪から十年、当時敵対していた米ソが手を組んでイラクを非難している。「ええかげんな」則之は、そうつぶやいて風呂から上がった。

　テレビのニュース番組は、アラブ首脳会議が合同軍の派遣を決めたことを伝えていた。遠い国の出来事、昨日までそう思っていた。その番組は、ドイツの対化学兵器車両を紹介している。イラクの化学兵器に対抗するために、ドイツが用意したものだ。アビド・・・、異国の戦争が身近に感じた。対イラク部隊は、化学兵器に対抗するために解毒剤を用意する。それを無効にする薬物をイラクが使用する。それをアビドが輸出した。日本が武器を輸出したことになる。

　ニースは、つづいて坂本官房長官が米軍の派兵を支持し、イラクのクウェート併合を認めないという会見を伝えた。自衛隊の派遣もあるのだろうか。夕紀の父は、バイオンが兵器開発に手を貸したことを伝えたかったのかもしれない。

翌朝、山に向かう車の中、車窓を流れる北山杉を眺めていた。開けた窓から吹く風に夕紀の前髪が揺れている。豊かな胸元には、父の写真入り社員カードが下っていた。母がお守り代わりに持たせたものだった。そして、もう一つ吹いても音が出ない笛。雅楽の笛らしいのだが、妙に重いそれを護身用にと持たされた。

則之は、ルームミラーの角度を変えて、彼女の顔が見えるようにしていた。彼女が少し小さくなったような気がする。

早朝のラジオから懐かしい唄が流れていた。夕紀は、それに合わせて小さな声で歌った。

「・・・涙まじりの雪原に北山杉を思い出します・・・あの頃、二人は大覚の・・・」

「懐かしいなあ」

「そう、倉持君がギターでよく唄っていたわね」

　則之は、前回より更に奥まで車を入れた。林業用のトラックがＵターンするための場所を見つけて停めた。

「さあ、着いた。ここからは、歩きや」

　二度目は、目的地までの距離が分かっているので精神的に楽だった。それに杖代わりの槍があることで、ずいぶんと体が楽だった。則之は、杖がないと歩くより、バランスを取ることに力を使ってしまうから辛いのだと言う。それを槍で支えることで、かなり疲れが違うということらしい。そう言う則之は、刀のように笛を腰に下げて、杖もなしに平気で歩いている。

　南斜面から頂上へ、北東方面に下って行った。道らしい道もなく、雨水の通り道を辿った。ほんの数分間だったのだろうか、降り始めてすぐに則之が止まった。山岳地図を取り出した則之は、周囲の風景を確かめながら地図に印しを付けた。一時間ほど歩いただろうか、深い森を抜けて谷に出た。しばらく谷を進んだ所で、断崖に出くわした。

「ここまで、やな」

「もう、戻ろうか」

「そやな」

　則之が来た道を振り返ったとき、遠くに何か光るものを見つけた。向こう側の斜面に三角屋根の小屋が見える。

「あれ、あんなところに小屋がある」

　地図を広げて場所を確認した則之は、

「明日、あそこに行ってみようか。車で、近くまで行けるみたいやな」

旅館に辿り着いたのは、陽が西に傾いた頃だった。先に風呂に入った則之は、まだ濡れた髪をバスタオルで拭いながら、部屋で待っていた夕紀に言った。

「ああ、すっきりした」

「そう、私も入ってくるわ」

　二度目の山歩き、夕紀は前回より疲れがないようだ。温泉宿のような大きな風呂ではないが、ヒノキの香りがする心地良い湯だった。風呂の窓から宵の明星が見える。

　部屋には、既に料理が用意されていた。長湯になってしまったようだ。則之がビールを注いでくれた。おいしい。料理もそれぞれ手が込んでいて、見た目にも美しい。食事を終えた夕紀は、窓際の籐椅子に座った。ほろ酔いに風が心地良い。則之は、ふとんに座って笛をいじっていた。

「あ、これ仕込みや。ほら」

　夕紀が持ってきた笛から、先端が尖った鉄の棒が出てきた。そして、その棒には五つの印しが付いていた。

「なあ、この印しカシオペア座みたいに並んでいるで」

「そうやわ、これカシオペア。夕顔の笛」

「まさか、九百年以上も前の笛が残っていたとは思えんな」

「お父さんが、作らせたのかしら」

　窓から入る風が夕紀のうなじを抜けた。

「雨の匂い、ちょっと寒いわね」

　遠くで雷鳴が聞こえ、北の空がときおり青く光っていた。

「窓、閉めようか」

　突然の停電だった。青い光が瞬く。

「雷、きらい。昔、うちのテレビ落雷で火を吹いたことがあるの。それ以来、恐くて」

「大丈夫や、俺が付いている」

　則之の腕の中で、夕紀は体の力を抜いた。雷鳴が消えた後も、夕紀は彼を放さなかった。戻った灯りに夕紀の姿態が、映し出された。浴衣がはだけている。寝息が聞こえる。夕紀は、抱かれたまま眠っていた。

「疲れたやんなあ。おやすみ」

　則之は、彼女を抱いたまま横になった。そして、そっとふとんから抜け灯りを消した。

昨日見た小屋を目指して、車で地道を行けるところまで行った。終点は、キャンプ場予定地と書いた看板だった。そこから、急な斜面を降りた先に、あの小屋があった。周囲の木が、不自然に倒れている。

「ここに道があったみたいや、倒れた木の下に轍がある」

則之は、夕紀を木の陰で待たせ、一人で近づいた。木製のドアには、それに似合わない金属製の小さな箱が付いていた。良く見ると縦に溝がある。ドアは、押しても引いても動かなかった。則之は、ドアを諦めて窓から中を覗いた。中は暗くてなにも見ない。

「ねえ、こっちに来て」

　夕紀は、家の南側に移動していた。

「なに」

　夕紀がいる場所から、家の屋根が見える。黒い板が陽光を反射していた。

「あれは、太陽電池パネルか」

「こんな山奥にハイテクの家、何をするところなのかしら」

「山奥だから、ハイテクが必要なのかもな」

　二人は、家の周囲を一回りしたが、入り口は他に無かった。

「行こうか」

「そうやねえ、先はまだ遠いし」

　そう言った夕紀の胸元にあるカードが裏返しになり、磁気面が見えていた。則之は、彼女の胸に手を伸ばした。

「なに、なにをするのよ」

「それ、ちょっと貸して」

「これ、ＩＤカードやろ。ドアのスリットに通してみよう」

　思ったとおり、ドアが開いた。真っ暗だと思っていたが、それは黒いカーテンのせいだった。カーテンの裾から外の光が漏れている。則之は奥に進み、夕紀がカーテンを開けた。そこは、小さな化学工場か食品加工場のようだった。大きな圧力釜、乾燥機に製粉機まであった。

「インスタント麺の開発でも、していたような設備やな」

屋根裏部屋には、空の本棚と枯れた花が一輪置いてある事務机があった。夕紀が何気なく引出しを開けた。

「これ何」

　夕紀が見つけたものは、小型のアイロンだった。別の引出しには、ビニールの袋が把になって有った。

「何かを袋に入れて、そのアイロンで口を塞ぐのやろう」

「お父さんのＩＤカードで開くなら、バイオンの施設なんやねえ」

「そうとも限らない、ドアに取って付けたようなセンサー。そや、あんな保安装置を導入したのは、いつ頃か知っているか」

「ええっとね、確か父が面倒なもの持たされた。って言うてたのが、今年の始めくらいかな。人事部が、導入を薦めたらしいわ。そうや、役職によって入れる施設に制限があるって。常務以上は、どこでも入れるようになってる」

「ここは、バイオンと同じ装置、システムを付けた」

「のりくん、ちょっと怖い」

「わかった。もう、戻ろうか」

　則之は、机の上の枯れた花をリュックに入れた。

　帰りの登りは、来るときよりも斜面が急な気がする。夕紀の足取りが、徐々に遅くなっていった。槍を持つのも重そうだ。

「槍、邪魔か」

　そう言って、夕紀から槍を受け取った。最も急な場所に差し掛かったとき、則之は槍を突き刺し、それを手がかりにして夕紀を引き上げてやった。それを何度も繰り返しながら、頂上を目指した。

「うふ」

　夕紀が笑った。

「うん、どうした」

「ごめん、のりくん、おもいっきり引き上げるから、足が宙に浮くの。それが、面白くて」

「そうか、面白いか。ほな、もっとやろうか」
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